
一時預かり事業をご利用ください

問い合わせ先

一時預かり事業とは 対象となる児童

　保護者の断続的勤務や短時間勤務等勤
務体系の多様化、傷病・入院、育児疲れ
解消など一時的に保育を必要とされる場
合に利用できる制度です。

　小野町に住所があり、こども園や保育園・幼稚園
などに通っていない満１歳から就学前の児童
※里帰り出産などの理由により一時的に町内に滞在し

ている場合は、住所がなくても利用できます。

■曜日　
　月曜日から金曜日まで
　（祝日、12月29日から翌年

１月３日までを除く）
■時間　
　午前９時から午後５時まで

■小野町子育て世代包括支援
センター分館　

　（旧夏井おおすぎ保育園）

利用区分 利用日数 具体的な理由

非定型保育 １カ月あたり12日以内 保護者の勤務形態などにより、一時的に保
育が必要

緊急型保育 保育を受ける期間の初日から起算して
30日以内

保護者の傷病・入院などにより、緊急・一
時的に保育が必要

私的理由型保育 １カ月あたり５日以内 保護者の育児疲れ解消、その他私的事由に
より、一時的に保育が必要

子育て支援課 小野町子育て世代包括支援センター分館
（旧夏井おおすぎ保育園）

一時預かり事業実施施設
☎ 72-2212 ☎ 72-2760

子育て
応援！

■保育の種類

利用可能な曜日・時間 利用料金（１日）

利用方法・注意事項

保育場所

■３歳未満　2,000円
■３歳以上　1,000円
※４時間以内の利用は半額

■利用を希望する日の
10日 前 ま で に、 子
育て支援課へご連絡
ください。

■１日あたりの利用可
能人数は３人程度で
す。

※緊急時はご相談くだ
さい。

■申込書に必要事項を
記入のうえ、子育て
支援課に提出してく
ださい。

※初回利用の際は面談
を行います。

■利用時間内（午前９
時 か ら 午 後 ５ 時 ま
で）での送迎をお願
いします。

■着替え、お弁当、飲
み物などは、各自お
持ちください。（準
備品は、申し込み時
にお知らせします。）

■利用した翌月に、町か
ら納付書を送付します
ので、役場出納室また
は町内の金融機関、納
付書裏面に記載のコン
ビニエンスストアなど
で支払いをしてくださ
い。

１予約 ２ 申込 ３利用 ４支払
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~
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

　
　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
学
生
の
方
へ
~

　
国
民
年
金
保
険
料
の
学
生
納
付
特
例
申
請
が
可
能
で
す
！

国
民
年
金
コ
ー
ナ
ー

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
令
和
２
年
２
月
以
降

に
収
入
が
減
少
し
た
場
合
は
、
臨
時

特
例
措
置
と
し
て
、
本
人
申
告
の
所

得
見
込
額
を
用
い
た
簡
易
な
手
続
き

に
よ
る
国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付

特
例
の
申
請
が
可
能
で
す
。

■
対
象
と
な
る
学
生

（
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方
）

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
令
和
２
年
２
月
以

降
に
収
入
が
減
少
し
た
方（
※
１
）

・
令
和
２
年
２
月
以
降
の
所
得
の
状

況
か
ら
み
て
、
年
間
の
所
得
見
込

額（
※
２
）が
、
国
民
年
金
保
険
料

学
生
納
付
特
例
の
承
認
基
準
相
当

で
あ
る
方

※
１
令
和
２
年
度
分
以
前
の
申
請
に

つ
い
て
は
、
令
和
３
年
４
月
以

前
に
収
入
が
減
少
し
た
方
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

※
２
令
和
２
年
２
月
以
降
の
任
意
の

月（
収
入
が
急
減
し
た
月
）に
お

け
る
所
得
額
を
12
カ
月
分
に
換

算
し
、
見
込
み
の
経
費
な
ど
を

控
除
し
算
出
し
ま
す
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

①
国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例

申
請
書（
特
例
認
定
区
分
欄「
３
．

そ
の
他
」に
〇
を
し
、「
臨
時
特
例
」

と
記
入
し
ま
す
。）

②
所
得
の
申
立
書（
簡
易
な
所
得
見

込
額
の
申
立
書（
臨
時
特
例
用
））

③
学
生
証
の
コ
ピ
ー

■
学
生
納
付
特
例
の
対
象
と
な
る
期
間

・
令
和
２
年
２
月
分
か
ら
令
和
２
年

　

３
月
分
ま
で（
令
和
元
年
度
分
）

・
令
和
２
年
４
月
分
か
ら
令
和
３
年

　

３
月
分
ま
で（
令
和
２
年
度
分
）

・
令
和
３
年
４
月
分
か
ら
令
和
４
年

　

３
月
分
ま
で（
令
和
３
年
度
分
）

・
令
和
４
年
４
月
分
か
ら
令
和
５
年

　

３
月
分
ま
で（
令
和
４
年
度
分
）

※
令
和
元
年
度
分
か
ら
令
和
４
年
度

分
の
申
請
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
同
時
に
申
請
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
年
度
ご
と
に
申
請
が
必
要

　

に
な
り
ま
す
の
で
、
申
請
書
は
申

　

請
を
希
望
さ
れ
る
年
度
の
数
だ
け

　

必
要
で
す
。（
す
で
に
令
和
元
年

　

度
分
か
ら
令
和
３
年
度
分
を
申
請

　

さ
れ
承
認
を
受
け
て
い
る
方
は
、

　

令
和
４
年
度
分
の
み
申
請
し
て
い

　

た
だ
き
ま
す
。）

■
申
請
方
法

・
国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例

申
請
書
、
所
得
の
申
立
書
は
、
日

本
年
金
機
構
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。（
町

民
生
活
課
に
も
あ
り
ま
す
。）

・
申
請
書
の
提
出
先
は
、
町
民
生
活

課
ま
た
は
郡
山
年
金
事
務
所
で

す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、
郵
送
で

の
提
出
を
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

問
郡
山
年
金
事
務
所

☎
０
２
４

－

９
３
２

－

３
４
３
４

問
町
民
生
活
課

☎
７
２

－

６
９
３
３

不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て

　

不
動
産
取
得
税
は
、
売
買
や
贈
与
な
ど
で
土
地

を
取
得
し
た
と
き
、
ま
た
は
新
築
・
増
築
し
た
と

き
に
、
登
記
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
取
得
ご
と
に

一
度
だ
け
課
税
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
相
続
に
よ
り

取
得
し
た
と
き
に
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

納
め
る
税
額
は
、
取
得
し
た
不
動
産
の
固
定
資

産
税
評
価
額
の
３
パ
ー
セ
ン
ト（
住
宅
以
外
の
家
屋

は
４
パ
ー
セ
ン
ト
）と
な
り
ま
す
。

　

な
お
住
宅
や
住
宅
用
土
地
の
取
得
に
つ
い
て
は
、

一
定
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合
に
軽
減
措
置

が
適
用
さ
れ
ま
す
が
、
軽
減
申
請
の
手
続
き
を
行

う
こ
と
が
必
要
で
す
。（
住
宅
の
取
得
に
対
す
る
特

例
と
し
て
、
住
宅
用
土
地
を
令
和
６
年
３
月
31
日

ま
で
に
取
得
し
た
場
合
、
該
当
す
る
土
地
の
価
格

が
２
分
の
１
と
な
り
ま
す
。）

　

ま
た
子
育
て
支
援
策
の
一
環
と
し
て
、
三
世
代

以
上
の
方
が
県
内
で
同
居
ま
た
は
近
居
す
る
住
宅

を
平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
７
年
３
月
31
日

ま
で
に
取
得
し
た
場
合
、
そ
の
住
宅
に
係
る
不
動

産
取
得
税
の
一
部
を
申
請
に
よ
り
軽
減
し
ま
す
。

　

手
続
き
に
必
要
な
書
類
な
ど
詳
し
く
は
、
県
中

地
方
振
興
局
県
税
部
ま
た
は
県
税
務
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
県
中
地
方
振
興
局
県
税
部

☎
０
２
４

－

９
３
５

－

１
２
５
４

問
県
税
務
課　

☎
０
２
４

－

５
２
１

－

７
０
６
８

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　
「
福
島
県
税
務
課
」で
検
索
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○○「
児
童
手
当
現
況
届
」の
提
出
が
原
則
不
要
と
な
り
ま
す

○○
福
島
で
暮
ら
し
た
い
、
働
き
た
い
、
皆
さ
ん
へ

−

県
が
奨
学
金
の
返
還
を
支
援
し
ま
す
！

−

ご
案
内

　

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
は
毎
年

６
月
に「
現
況
届
」の
提
出
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
４
年
度
か
ら
は

提
出
が
原
則
不
要
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
次
に
該
当
す
る
方
は
こ
れ
ま
で

ど
お
り
現
況
届
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
現
況
届
の
提
出
が
必
要
な
方

・
児
童
の
住
民
票
が
小
野
町
と
異
な
る
方

・
戸
籍
が
な
い
児
童（
無
戸
籍
児
童
）を
養

育
し
て
い
る
方

・
離
婚
協
議
中
で
配
偶
者
と
別
居
さ
れ
て

　

い
る
方

・
町
か
ら
提
出
の
案
内
が
あ
っ
た
方

■
次
の
変
更
事
項
が
あ
っ
た
方
は
速
や
か

に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

・
児
童
を
養
育
し
な
く
な
っ
た
と
き

・
受
給
者
や
配
偶
者
、
児
童
の
住
所
が
変

わ
っ
た
と
き

・
受
給
者
が
婚
姻
、
離
婚
ま
た
は
別
居
さ

れ
た
と
き

・
受
給
者
の
加
入
す
る
年
金
が
変
わ
っ
た

と
き（
受
給
者
が
公
務
員
に
な
っ
た
と

き
を
含
む
）

※
詳
し
く
は
子
育
て
支
援
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
子
育
て
支
援
課

☎
７
２

－
２
２
１
２

■
募
集
対
象
者

・
今
年
度
に
大
学
な
ど
を
卒
業
予
定
で
、

県
内
で
働
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
学
生

・
応
募
時
点
で
県
外
に
在
住
で
、
今
後
県

内
で
働
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
社
会
人

■
支
援
条
件

　

県
が
定
め
る
対
象
産
業
分
野
の
県
内
事

業
所
に
所
定
の
年
数
就
業
し
、
か
つ
県
内

に
所
定
の
年
数
定
住
す
る
こ
と
。

■
募
集
期
間

　

６
月
24
日
㊎
ま
で（
必
着
）

■
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　

県
商
工
労
働
部
雇
用
労
政
課

☎
０
２
４

－

５
２
１

－

７
２
９
０

　　

「住宅用太陽光発電設備および
　　　　　  住宅用蓄電設備補助のご案内」

　町および県では、県内の住宅などに太陽光発電
システム、住宅用蓄電設備を設置する方を対象に、
補助金を交付しています。

○○町
■補助額

　　住宅および事業所用太陽光発電設備
　　１kＷ当たり２万円（住宅４kWまで、最大

８万円、事業所５kＷ、最大10万円）
■申請期限

　　令和５年２月28日㊋まで
　※申請は工事着工前となります。工事着工後

の申請は受け付けできません。
　　問企画政策課
　　　☎72-6939

○○県
■補助額

　　住宅用太陽光発電設備　
　　１kＷ当たり４万円（４kWまで、最大16万円）
　　住宅用蓄電池設備
　　１kＷ当たり４万円（５kWまで、最大20万円）
　　電気自動車充給電設備（V２H）
　　上限10万円（定額）

■申請期限
　　令和５年３月17日㊎まで

　※補助申請総額が予算額に達した場合は、期
間内であっても募集を締め切ります。（町
も同様）

■申請・問い合わせ先
一般社団法人福島県再生可能エネルギー推進
センター

　　福島市中町５-21
　　福島県消防会館３階
　　☎024-526-0070

あなたの家にもソーラーパネルや蓄電池を設置しませんか？

※ウェブサイトを
必ずご確認の上、
ご応募ください。

ウェブサイトQR
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○○
ふ
く
し
ま
合
同
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す

○○
菜
の
花
を
栽
培
し
て
み
ま
せ
ん
か

−

耕
作
放
棄
地
解
消
の
た
め
に

−

　

大
学
を
卒
業
予
定
の
方
、
お
お
む
ね
35

歳
未
満
で
就
職
活
動
中
の
方
を
対
象
に
県

内
企
業
の
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
開
催
日
時

　

７
月
14
日
㊍
・
15
日
㊎

13
時
か
ら
16
時
30
分

■
場
所

　

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

　

多
目
的
展
示
ホ
ー
ル

■
参
加
申
込
方
法

問
福
島
労
働
局
職
業
安
定
課

　

☎
０
２
４

－

５
２
９

－

５
３
９
６

　

町
で
は
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消
と
景
観

形
成
の
た
め
に「
ナ
タ
ネ
」の
無
料
配
布
を

行
っ
て
い
ま
す
。

■
対
象
農
地

　

町
内
の
耕
作
放
棄
地

※
１
カ
所
当
た
り
概
ね
１
ア
ー
ル
以
上
の

農
地
で
、
農
地
全
面
を
栽
培
に
利
用
す

る
こ
と
。

■
配
布
対
象
者

　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
農
業
者
な
ど

■
配
布
数
量

　

１
ア
ー
ル
当
た
り
１
０
０
グ
ラ
ム

※
１
ア
ー
ル
に
満
た
な
い
分
は
切
り
捨
て

■
配
布
の
限
度

申
請
者
１
人
当
た
り
概
ね
50
ア
ー
ル
分

（
５
キ
ロ
グ
ラ
ム
）ま
で

※
申
し
込
み
が
多
数
の
場
合
は
先
着
順
と

し
、
配
布
量
を
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

■
申
請
受
付

７
月
末
ま
で

■
申
請
先

産
業
振
興
課

■
そ
の
他

・
後
日
、
播は

し
ゅ種
前
と
播
種
後
の
写
真
を

　

産
業
振
興
課
に
提
出
い
た
だ
き
ま
す
。

・
ナ
タ
ネ
の
配
布
は
８
月
中
旬
頃
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

な
お
播
種
時
期
は
９
月
上
旬
か
ら
中
旬

と
な
り
ま
す
。

問
産
業
振
興
課

☎
７
２

－

６
９
３
８

　障がいのある方やその保護者、または障がいの
ある方の支援を行っている方などの日頃の悩みを
語り合う場として「つどいの広場」を開催します。
■日時
　６月24日㊎
　午前10時から11時30分まで
■場所
　田村地方基幹相談支援センター
　（福島県福祉事業協会内）
　（田村市船引町北鹿又字沼ノ下121-190）
■対象者

田村市、三春町、小野町在住であればどなたで
も参加可能です。

■参加料
　無料
■申し込み方法
　電話での申し込み
　田村地方基幹相談支援センター
　☎61-5056

☆田村地方基幹相談支援センターから☆
　「発達障がい」について
　「発達障がい」とは、脳機能の発達に関係する障
がいで、自閉症スペクトラム、注意欠如・多動性
障がい（ADHD）、学習障がい（LD）などがあり、
その特性の現れ方はさまざまです。
　発達障がいがある人はコミュニケーションが苦
手で、その行動や態度はしばしば「自分勝手」や

「困った人」などと誤解されることがあります。そ
のため、親や家族が悩みを抱えたり、本人が生き
づらさを感じたりするケースが少なくありませ
ん。
　発達障がいがある人たちが個々の能力を伸ば
し、社会の中で自立していくには、周囲の「気づ
き」と「適切なサポート」、そして「発達障がいに対
する理解」が必要です。
　発達障がいのことでお悩みの場合は、田村地方
基幹相談支援センター（☎61-5056）または
たむら地方児童発達支援センター（☎73-8056）
までご相談ください。

「つどいの広場」開催のお知らせ
− 同じ悩みを語り合い、互いに支え合う場 −

申込はコチラ▼

「福島県かんたん申請
申込システム」QR
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〜
魔
法
の
ほ
め
方
〜

　

ペ
ア
レ
ン
ト

　
　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
座

子
ど
も
が
い
う
こ
と
を
聞
か
な
い
と

つ
い
怒
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？
子
ど
も
と
ど
う
向
き
合
っ
て
よ

い
か
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　

子
ど
も
た
ち
と
の
関
わ
り
を
学
ぶ

講
座
を
開
設
し
ま
す
。

　

参
加
者
同
士
で
情
報
交
換
し
な
が

ら
、
講
師
が
わ
か
り
や
す
く
て
い
ね

い
に
解
説
し
ま
す
。

　

講
師
は
福
島
県
立
医
科
大
学

佐
藤
利
憲
先
生
で
、
こ
の
分
野
の
著

名
な
専
門
家
で
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
で
あ
れ
ば
誰
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
子

育
て
の
悩
み
を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。

■
開
催
日

　

７
月
５
日
㊋

　

８
月
２
日
㊋

　

８
月
23
日
㊋

　

９
月
20
日
㊋

10
月
18
日
㊋

■
時
間

  

午
後
６
時
30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で

■
会
場

　

多
目
的
研
修
集
会
施
設

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

小
野
町
公
民
館

☎
 
７
２

－

２
１
２
５

○○
令
和
４
年
度
狩
猟
免
許
試
験
を
実
施
し
ま
す

ご
案
内

　

高
齢
化
に
伴
い
、
イ
ノ
シ
シ
な

ど
の
有
害
鳥
獣
の
駆
除
を
行
う
狩

猟
者
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
、
新
た
な
狩
猟
者
確
保

の
た
め
、
狩
猟
免
許
試
験
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
受
験
を
希
望
す
る

方
は
、
県
中
地
方
振
興
局
へ
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
狩
猟
免
許
の
取
得
に
つ
い

て
、
産
業
振
興
課
で
も
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
野
生
鳥
獣
を
勝
手
に
捕
獲
す
る
こ

と
は
、
違
法
で
す
。

捕
獲
す
る
た
め
に
は
、
狩
猟
免

許
を
取
得
し
、
狩
猟
者
登
録
ま

た
は
捕
獲
許
可
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
猟
銃
を
使

う
場
合
は
、
別
に
銃
の
所
持
許

可
が
必
要
で
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
試
験
日
程
な

ど
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
最
新
の
情
報
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
験
手
数
料

・
新
規
受
験
者　

　

５
，２
０
０
円

・
す
で
に
免
許
を
所
持
し
て
お

り
、
さ
ら
に
ほ
か
の
免
許
を
受

験
す
る
場
合

　

３
，９
０
０
円

■
申
請
書
の
配
布
・
受
付

県
中
地
方
振
興
局
県
民
生
活
課

☎
０
２
４

－

９
３
５

－

１
２
９
５

〒
９
６
３

－

８
５
４
０

郡
山
市
麓
山
１

－
１

－
１

■
費
用
の
助
成
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
新
規
で
狩
猟
免
許
を

取
得
し
た
方
へ
受
験
手
数
料
の
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
予
算
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
希
望
を
す
る
場
合
は
産

業
振
興
課
ま
で
あ
ら
か
じ
め
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
産
業
振
興
課

☎
７
２

－

６
９
３
８

■試験日程
区分 試験日時 会　場 受付期間 備　考

第２回 ８月６日㊏
９時20分から17時まで 郡山市労働福祉会館

（郡山市虎丸町７- ７）

６月６日㊊から７月８日㊎まで 全種（網猟、わな
猟、第一種銃猟、
第二種銃猟）第３回 ９月25日㊐

９時20分から17時まで ７月25日㊊から８月26日㊎まで

第４回 10月16日㊐
９時50分から17時まで

福島県青少年会館
（福島市黒岩字田部屋53- ５） ８月15日㊊から９月16日㊎まで わな猟のみ

第５回 11月19日㊏
９時20分から17時まで

郡山市労働福祉会館
（郡山市虎丸町７- ７）９月16日㊎から10月21日㊎まで

全種（網猟、わな
猟、第一種銃猟、
第二種銃猟）

■狩猟免許の種類
種　類 内　容

網猟免許 「網」を使用することができる狩猟免許
わな猟免許 「わな」を使用することができる狩猟免許
第一種銃猟免許※ 「装薬銃（散弾銃、ライフル銃）」を使用することができる狩猟免許
第二種銃猟免許 「空気銃」「圧縮ガス銃」を使用することができる狩猟免許
※受験資格…受験の日において20歳以上の方（網猟、わな猟免許については18歳以上の方）
※第一種銃猟試験に合格して第一種銃猟免許状を交付された方は、第二種銃猟免許状を交付された方と
　みなします。（「空気銃」「圧縮ガス銃」を使用できます。）
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問ふるさと文化の館
☎ 72-2120

ふ る さ と
文 化 の 館
情 　 　 報

図 書 館
L i b r a r y

　

町
で
は
毎
年
11
月
に
、
町
の
振

興
に
大
き
く
貢
献
し
、
ま
た
は
町

民
の
模
範
と
な
る
活
動
を
さ
れ
た

個
人
や
団
体
に
対
し
、
そ
の
功
績

を
た
た
え
、表
彰
を
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
周
り
で
、
表
彰
の
対

象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
個
人
や
団

体
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
総
務
課
ま

た
は
お
住
ま
い
の
行
政
区
の
区
長

へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
表
彰
基
準
は
次
の
と
お
り

で
す
。

■
表
彰
基
準

①
町
の
公
益
に
関
す
る
事
業
に
尽

力
ま
た
は
公
務
を
助
力
し
た
個

人
ま
た
は
団
体

②
町
民
の
模
範
と
な
る
よ
う
な
善

行
を
し
た
個
人
ま
た
は
団
体

※
表
彰
に
あ
た
っ
て
は
、
表
彰
審

査
委
員
会
に
よ
る
審
査
を
経
て

決
定
し
ま
す
。
推
薦
い
た
だ
い

た
す
べ
て
の
個
人
ま
た
は
団
体

が
表
彰
さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
。

■
こ
れ
ま
で
の
表
彰
例

【
団
体
】

・
長
年
に
わ
た
り
、
職
員
に
よ
る

店
舗
周
辺
・
道
路
沿
い
の
清
掃

活
動
を
実
施
、
地
域
の
環
境
美

化
に
貢
献

・
育
児
相
談
や
ア
ド
バ
イ
ス
、
親

子
遊
び
や
保
護
者
同
士
の
交
流

の
場
を
提
供
、
子
育
て
支
援
に

貢
献

・
矢
大
臣
山
の
雑
木
整
理
や
草
刈

り
、
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
の
剪せ

ん

定
な
ど

を
実
施
、
環
境
美
化
・
保
全
に

貢
献

【
個
人
】

・
敬
老
会
な
ど
の
余
興
出
演
や
町
内

福
祉
施
設
へ
の
慰
問
活
動
な
ど
、

高
齢
者
の
福
祉
向
上
に
貢
献

・
長
年
に
わ
た
り
73
回
の
献
血
を

行
い
、
献
血
事
業
お
よ
び
医
療

へ
貢
献

・
高
齢
者
学
級「
寿
大
学
」の
教
授

と
し
て
、
町
の
生
涯
学
習
振
興

に
貢
献

問
総
務
課

☎
７
２

－

２
１
１
１

■
趣
旨

　

夫
婦
が
と
も
に
助
け
合
い
力
を

合
わ
せ
て
良
き
家
庭
を
築
き
、
地

域
社
会
に
貢
献
し
て
き
た
苦
労
に

対
し
、
県
内
で
金
婚
式
を
迎
え
た

夫
婦
に
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈

り
、
県
民
み
ん
な
で
こ
れ
を
祝
福

す
る
も
の
で
す
。

■
主
催

公
益
財
団
法
人
福
島
県
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
、
福
島
民
報
社

■
後
援

県
、
福
島
県
市
長
会
、
福
島

県
町
村
会

■
表
彰
該
当
者

　

昭
和
47
年
１
月
１
日
か
ら
同
年

12
月
31
日
ま
で
に
結
婚
し
た
夫
婦

が
対
象
で
す
。
た
だ
し
昨
年
ま
で

に
申
込
み
の
手
続
き
を
し
な
か
っ

た
夫
婦
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
受
付
期
間

　

７
月
４
日
㊊
ま
で

■
申
し
込
み
方
法

　

金
婚
夫
婦
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
各
単
位
老
人
ク
ラ
ブ

会
長
ま
た
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
事
務
局（
社
会
福
祉
協
議
会
）に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
込
書
に
つ
い
て
は
、
社
会
福

祉
協
議
会
に
あ
り
ま
す
。

■
そ
の
他

　

福
島
民
報
紙
上
、
９
月
の

「
祝

：

金
婚
夫
婦
」特
集
に
お
い
て

該
当
者
の
氏
名
お
よ
び
年
齢
が
掲

載
さ
れ
ま
す
。

問
社
会
福
祉
協
議
会

☎
７
２

－

６
８
６
６

○○
あ
な
た
の
身
近
な「
表
彰
対
象
者
」を
教
え
て
く
だ
さ
い

−

善
行
表
彰
の
推
薦
に
つ
い
て−
○○
し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦
表
彰

図書館利用のご案内
　町内にお住まいの方であればどなた
でも借りられます。インターネットで
蔵書検索も可能です。図書館をご活用
ください。
■貸出冊数・期間
〔本・雑誌〕
  １人計10冊まで・21日間

〔DVD・CD〕
　  １人計５点まで・７日間
▼インターネットからの蔵書検索は

こちらから

スマートフォン用 パソコン用
http://ono-yakata.sakura.ne.jpから
も入れます。

読書マラソン完走！

渡辺いろはさん

　渡辺いろはさん（小野小４年）が
５回目のゴールを成し遂げ500冊
読破を達成しました。渡辺さんに
はバッチと記念品が贈られまし
た。
●参加申し込みはカウンターで随

時受け付けています。皆さんの
参加をお待ちしています。
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